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令和２年第１回与論町議会臨時会会議録  

令和２年５月２５日（月曜日）午前１０時００分開会 

 

 

１ 議事日程（第１号） 

  第１ 会議録署名議員の指名 

  第２ 会期の決定 

  第３ 諸般の報告 

  第４ 議案第１９号 与論町防災行政情報伝達システム整備工事(第２期)請負契約の

締結について 

  第５ 承認第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町一般

会計補正予算(第１号)) 

  第６ 承認第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町一般

会計補正予算(第２号)) 

  第７ 承認第 ３ 号 専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町一般

会計補正予算(第３号)) 

 

２ 出席議員（１０人） 

   １番 遠 山 勝 也 君     ２番 沖 野 一 雄 君 

   ３番 川 村 武 俊 君     ４番 林   敏 治 君 

   ５番 髙 田 豊 繁 君     ６番 町   俊 策 君 

   ７番 大 田 英 勝 君     ８番 野 口 靖 夫 君 

   ９番 林   隆 壽 君    １０番 福 地 元一郎 君 

 

 

３ 欠席議員（０人）      欠員（０人） 

 

 

４ 地方自治法第１２１条による出席者（７人） 

  町    長  山   元 宗 君   副 町 長  久 留 満 博 君 

  総務企画課長  沖 島 範 幸 君   会計管理者兼会計課長  大 角 周 治 君 

町 民 福 祉 課 長  田 畑 文 成 君   産業振興課長  山 下 哲 博 君 

教育委員会事務局長  田 畑 博 徳 君 

 

５ 議会事務局職員出席者（２人） 

  事 務 局 長  川 上 嘉 久 君   書 記  池 田 レ ミ 君 
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開会 午前１０時００分 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

○議長（福地元一郎君） ただいまから、令和２年第１回与論町議会臨時会を開会します。 

   これから、本日の会議を開きます。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（福地元一郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、２番、沖野一雄君、７番、大田英勝君を指名します。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（福地元一郎君） 日程第２、会期決定の件を議題にします。 

   お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日にしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一朗君） 異議なしと認めます。 

   したがって、会期は本日１日に決定しました。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（福地元一郎君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   報告事項につきましては、配布してありますが、その概要につきましては、事務局

長に朗読させます。 

   事務局長。 

○事務局長（川上嘉久君） 諸般の報告をいたします。 

   町長から令和元年度与論町一般会計繰越明許費繰越計算書及び令和元年度与論町一

般会計事故繰越し繰越計算書の提出があり、また、町監査委員から令和２年４月分の

例月現金出納検査結果報告書が提出されていますが、その写しを配布してありますの

で、御一読ください。 

   なお、閉会中における町外での会議・活動等については、次のとおりであります。 

   また、議会だよりについては、３月の定例会の内容を特集した「よろんちょう議会

だより第１３５号」を全世帯及び関係機関等に配布してありますが、編集作業に当た

った広報委員をはじめ、御協力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げます。 

   以上で報告を終わります。 

○議長（福地元一郎君） これで諸般の報告を終わります。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

日程第４ 議案第１９号 与論町防災行政情報伝達システム整備工事(第２期)請負契約

の締結について 

○議長（福地元一郎君） 日程第４、議案第１９号、与論町防災行政情報伝達システム整
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備工事(第２期)請負契約の締結についてを議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（山 元宗君）  議案第１９号、与論町防災行政情報伝達システム整備工事(第２

期)請負契約の締結について提案理由を申し上げます。 

   与論町防災行政情報伝達システム整備工事(第２期)について、公募型プロポーザル

方式により選定された日本無線 株式会社 鹿児島営業所所長 福澤 輝明と工事請

負契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関

する条例に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

   御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし 

ます。 

○議長（福地元一郎君） 提案理由の説明を終わります。 

   これから質疑を行います。 

   ２番。 

○２番（沖野一雄君） 公募型のプロポーザル方式で随意契約ということで、簡単に言え 

ば業者が見積もった、非常に専門性の高い事業だと思います。業者の言う通り予算計

上して契約ということになるわけですけれども。そこで気になるのはこのシステム整

備工事というのは非常に金額が大きいものですが、これができあがることによって耐

用年数とか維持経費の見込みや業者のアフターはちゃんと維持経費になるようになっ

ているのか。例えば台風の時など心配になってきますけれども、そういったことも含

めて維持経費に関する説明、耐用年数の考え方、そのあたりの説明を求めたいと思い

ます。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） お答えいたします。まず維持管理費についてですが、プ

ロポーザル方式をとって業者を選定する際に維持管理費についての費用の比較も含め

た形で業者の選定をしております。特に金額が安いということと、台風が来た際にな

るべく早く復旧するという形で沖縄からのそういったルートの取り方についても考慮

しまして、いろいろな状況も勘案して維持管理については選定したところでございま

す。耐用年数については、旧防災システムから１０年で今回切り替えた年数となって

おりますが、新たに使う方も１０年ということで考えております。台風の強度につい

ては屋外の拡声子局につきましては７５メートルまでと聞いております。以上です。 

○議長（福地元一郎君） ２番。 

○２番（沖野一雄君） わかりました。あと一つ確認のためにお尋ねなのですが、非常 

にこういった専門性の高い工事になりますと当然役場の職員の中にも担当がかなり、

システム的な、構造的な知識も求められるわけですが、そういった職員の中に現時点

では知識がなくてもしっかりこれから勉強していくとかであればよろしいかと思いま

すが、要するに専門性の高い職員というのはしっかり確保されていますか、どうでし

ょう。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 専門性の高い職員ということですが、現在この選定をし 
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た際は防災担当の職員が主になって計画しましたけれども、あわせて会計年度任用職

員の中に通信の免許を持っている職員もいましたのでそういった知識も踏まえながら

選定しております。今後もこういったシステム関係の業務はかなり増えてきますので

今後は専任のそういった職員も、こういった防災無線もですが、電算関係も必要にな

ってくるのかなと感じております。  

○議長（福地元一郎君） ５番。 

○５番（高田豊繁君） 関連してこの資料３枚目のシステム上のことについて総務企画課 

長にちょっとお伺いしたいのですが、この J アラートの下に与論分遣所、それから沖

永良部与論地区広域事務組合消防本部というのがありますが、これは消防のほうはま

た別の防災システムがありますよね、無線体系がですね、私は先般の議会で沖野議員

と私で賛成と反対とで、今後のことについて意見を述べたのですが、ゆくゆくは、与

論も与論は与論での自主的な救急とか防災もそういうことをする必要があるなという

ことで、私は個人的な意見としてはそういうふうに思っていますが、例えば１１９番、

この救急車ですね、こういったものの併用というか利用というのは念頭においておく

必要があると思うのですがこの機能的な面はどうですか。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 今回整備したのは防災無線システムなのですが、救急の 

場合の１１９番になりますと消防デジタルということで新たなシステムが必要になっ

ておりますが、その連動については特に今回はそこまでは検討しなかったと考えてい

ます。 

○議長（福地元一郎君） ５番。 

○５番（高田豊繁君） この流れはまた別だと思いますのでそういったことにやっぱりな 

っているのではないかと思うのですが、ドクターヘリのことに関してもいわゆる沖永

良部の本部のほうが一方的に決めているというところがありますので、私どもは私ど

もで将来はこういう１１９については確保していかないと思うので、私はそのように

要望しているのですが、ひとつこういったことも念頭に置きながら今後は進めて行っ

たほうがいいのではと思うのですが、どうですか町長。 

○議長（福地元一郎君） 町長。 

○町長（山 元宗君）  この広域の消防につきましては、皆様にいろいろとご意見をいた

だきながらいろいろと検討しているわけでございますが、将来的にはやはり今おっし

ゃられるように与論町独自のシステムでできるように努力していかなければならない

のではと思っているところでございます。経済的な面も、いろいろな負担の面も、そ

れから組織の運営等の面でいろいろとまだまだ足りないところもありますので将来の

ことを見据えながら努力をしていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（福地元一郎君） ５番。 

○５番（高田豊繁君） 以上です。 

○議長（福地元一郎君） ほかにございませんか。 

   ７番。 

○７番（大田英勝君） 朝戸地区に新たな中継局ができるようですが具体的にはどの場所

になるのでしょうか。 
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○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 中学校の菅原池から那間にむかう宇勝城線をちょっと、

菅原池から２００メートルくらい行きますと昔のテレビ塔、旧ＮＴＴの建物があった

かと思いますが、今はアンテナが撤去されているところですがそちらの敷地を昨年度

購入いたしましてそちらに中継局を設置しているところです。以上です。 

○議長（福地元一郎君） ７番。 

○７番（大田英勝君） 水位観測設備というものができるようですが、それは具体的にそ

の場所についてはどういう具合になりますか。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 場所についてはウプインジュのですね、ホームセンター

の橋のところに設置をして、現在は実際に行って水位を確認しなければいけないので

すが、特に夜間とかですね。今後はホームページ等にデータをセンサーによって水位

の高さが見られるように、あるいは携帯電話で水位が確認できるようなかたちで計画

しているところでございます。以上です。 

○議長（福地元一郎君） ７番。 

○７番（大田英勝君） 風速計が設置されるようですが、たまに風速計が振り切れて計測

できなかったというニュースをたまに聞くことがあったのですが、何メートルくらい

まで計測できる風速計を予定しているのか。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 過去の風速計もいろいろ設置するときに検討しまして、

今回、朝戸中継局に設置する風速計については９０メートルまでと計画しています。 

○議長（福地元一郎君） ９番。 

○９番（林 隆壽君） 戸別受信機の配布はいつごろからはじまるのでしょうか、またこ

の取り付けについてはどのような形でやるのでしょうか。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 今回の戸別受信機につきましては、デジタルのほうにな

るわけですがラジオが付いていないものなのですが、かなり高額になっておりまして

約５万円くらいです。これまでのは１万円に満たなかったと記憶していますけれども。

それで集落を回って説明をしながら配布をしたいというふうには考えております。ま

た高額というのもありまして例えば壊れたとか無くしたとか、そういったときは個人

負担も考えていきたいと思っております。配布時期についてはまだはっきりしていな

いのですが、今後打ち合わせして全町民と事業所まで全部配布したいと思います。 

○議長（福地元一郎君） ９番。 

○９番（林 隆壽君） 今コロナウイルスなりいろいろな緊急事態が発生しております

ので今の現状の受信機については故障している家もたくさんあると思います。やはり

こういうのは早く緊急事態の周知徹底なり、そういうものについて関係がありますの

で早めに配布していただきたいと思います。以上です。 

○議長（福地元一郎君） ほかにございませんか。 

これで、質疑を終わります。 

   お諮りします。議案第１９号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会
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付託を省略したいと思います。 

   御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第１９号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

   これから、討論を行います。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 討論なしと認めます。 

   これから、議案第１９号、与論町防災行政情報伝達システム整備工事(第２期)請負

契約の締結についてを採決します。 

   お諮りします。本件は、可決することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第１９号、与論町防災行政情報伝達システム整備工事(第２期)請

負契約の締結については可決されました。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

日程第５ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町一般

会計補正予算(第１号)) 

○議長（福地元一郎君） 日程第５、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて(令

和２年度与論町一般会計補正予算(第１号))を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（山 元宗君）  承認第１号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度

与論町一般会計補正予算(第１号))について提案理由を申し上げます。 

奄美群島流通効率化事業費を与論町一般会計補正予算第１号として専決処分いたし

ました。 

歳入としまして、奄美群島成長戦略推進交付金１３４４万４０００円、財政調整基

金繰入金４４８万３０００円を計上しております。 

歳出としまして、奄美群島流通効率化事業費１７９２万７０００円を計上しており

ます。 

歳入歳出予算にそれぞれ１７９２万７０００円を増額し、一般会計予算総額４４億

７６１６万７０００円となっております。 

御審議され、承認していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。 

○議長（福地元一郎君） 提案理由の説明を終わります。 

   これから質疑を行います。 

   ８番。 

○８番（野口靖夫君）  この専決処分の承認は後にでてくる２号３号と全く一緒で同じ

ようなものだと思います。というのはコロナ対策でいろいろ県とか国からの助成金で

それを町の一般財源に向けて行う事業だということはわかりますけれども、私が今申
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し上げたいことは、この議案に対して反対する意味で申し上げているのではなくて、

これはやらざるを得ないことでありますからそれに対しては賛成いたしますが、私が

お聞きしたいのは、まず総務企画課長にお聞きしたいと思います。これからでてくる

先ほどいいました２号、３号とも緊急事態のコロナ対策の事業でありますからこれは

当然だと思います。そこで今本町に、執行部に、いろいろな農業、漁業、観光、産業、

畜産業の方々からいろいろな経済的支援、あるいは生活支援の要請があると思うので

す。そうした場合には与論町は財源の乏しい、財政的に非常に厳しい本町にとっては

これは無い袖は振れませんから、非常に大変頭が痛いことだと思っております。そこ

でですね、農業、漁業、観光、畜産の仕事をしている方々が持ち込んでくる要望に対

してどう対処していこうと今後考えておられるのか、それをお聞きしてみたいと思い

ます。  

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） お答えいたします。現在、新型コロナウイルス感染症対

策の臨時交付金というのがありまして、現在その交付金の要請、要望のために各課か

らいろいろな事業計画をまとめてございます。今でているのが、分野ごとでいきます

と、消毒液とか、マスクの関係、教育委員会の学生の仕送りの関係、給食費の免除の

関係、空港での感染症対策、公営住宅等の感染症の対策、漁業者の支援、花関係の農

家、それから観光関連がちょっと多いのですが旅館業、レンタカー、お土産店、そう

いったところの支援、クーポン券などの支援、町民福祉課の医療関係や防護服などの

購入支援、保健センターの出産のための支援、そういったことでいろいろ要望がでて

おりましてこれを合計しますと８０００万円ちょっとになるのですが、これを今、国

に要望を出して進めているところです。以上です。 

○議長（福地元一郎君） ８番。 

○８番（野口靖夫君） 全職員非常に頭が痛い時期に直面していると思います。私がなぜ

こういうことを申し上げるのかといいますと、あらゆる与論町の農業、漁業、観光業、

畜産業をやっている方々とお話しますと、もう本当に大変です。生活が大変だと。こ

の実情を我々がどうくみ取っていくか。お金がないからできませんでは済まされない

ことだと私は思いまして、与論町で生活している人のことを考えるときに、大変頭が

痛いです。そこで町長にお聞きしてみたいのですが、今与論島は１０パーセント消費

税が上がった、今コロナで経済が大変落ち込んでいる。こうなってきたら特に離島の

方々は大変困っておられると思うのです。そこで町長、奄振の一括交付金というのが

ありますよね、地方創生臨時交付金とかありますね、こういったものを奄美群島の市

町村長が一致団結して国に要望する、県に要望する、こういう行動を今起こさないと

我々いけないのではないかと常々思っているのです。そうしないとこれどこからもお

金は持ってきませんから。割り当てで国から県から来るのをずっと待っていたのでは

財政が破綻しますよ。こういうときこそ奄美群島の市町村長が一致団結して、徳之島

町の高岡町長が会長らしいですが、彼を中心にして国に対して県に対して力強くこの

一括交付金の増額、地方創生臨時交付金の増額、これをやる気があるのかお聞きした

いと思います。 

○議長（福地元一郎君） 町長。 
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○町長（山 元宗君）  本当に今のコロナウイルスの対策につきましては、皆さんおっし

ゃるように頭の痛い問題で、なんとかしなければならないということをいつも思って

いるわけですが、与論町だけの対応というよりも、今おっしゃられたように群島全体

で対応したほうが効果があるのではないかという気もしますので、機会があるたびに

高岡町長あるいは他の町長とも語り合いながら交付金ができるだけ奄美群島にもまわ

ってくるように頑張っていきたいと思います。以上です。 

○議長（福地元一郎君） ８番。 

○８番（野口靖夫君） 今町長が提案された議題からちょっとずれているように見えます

が、そうではないのです。これは全く関連した質問をしているのです。詳しいことは

今申し上げなくてよろしいです。私が言うのは今度そういう質問を６月の一般質問で

しますからひとつまとめておかれてこの財源をどう確保するか、我が与論島の農業、

漁業、観光、畜産をしておられる方々の実情というものはどうなっておられるのか、

その実態をしっかり把握していただいて６月に私が質問したときに答えていただきた

い。財源はどうする、実情はどう認識している、というところをしっかり答えていか

なければ我々はこの臨時議会が終わってからも、今与論町民といろいろ話をしますと

それで持ち切りです。ですのでどうかひとつそこら辺りも念頭に入れて対処していた

だきたい。これは総務企画課長が幹事ですから、奄美群島の広域事務組合の監事は総

務企画課長だから、念頭に入れて下地づくりをしていただきたい。ということを申し

上げたい。終わります。 

○議長（福地元一郎君） ２番。 

○２番（沖野一雄君） 私はちょっと細かい実務的なところを２点お尋ねしたいと思いま

す。１点めは予算書の７ページのところに、県単事業で奄美群島流通効率化事業補助

金という歳出予算が計上されておりますけれども、この事業の中身の具体的な説明と

この事業の内示はいつあったのか。この補正予算が４月２日に専決されたわけですが、

３月議会の閉会するまでに内示がなかったのかというところを確認させてください。

前もって内示はなかったのですか。その中身の説明と内示がいつあったのかという確

認をさせてください。 

○議長（福地元一郎君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下哲博君） この事業は令和元年の１２月６日に第４号補正予算とい

うことで海上貨物輸送環境改善事業ということで２２３１万４０００円を計上してあ

りました。その中で年度内にこの事業を実施する予定でございましたけれどもパレッ

トについては過年度において実施することができました。これが専決になったのはこ

のコンテナが世界中の港で使用されているのが大体その製造の９割を中国が占めてい

るということで、今回その中国において新型コロナウイルスの感染拡大によって工場

の稼働がどうしてもできなくて年度内にそれが発注できないということで一旦国の補

正予算ができなかったものですから、新年度に改めて早急に整備しなければならない

ということでこの４月の専決になったわけです。コンテナについては４０基を導入し

まして６月の下旬頃から第１団がスタートするように今計画をしているところです。 

○議長（福地元一郎君） ２番。 

○２番（沖野一雄君） 説明いただいて中身はわかったのですが、要はなぜ専決しなけれ
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ばならなかったのかというところで４月２日に専決されている訳ですが、結局内示と

いうのは１７７６万６０００円規模の予算を組まなければならないというのは３月議

会の時点ではわかっていたのではないかと私は考えるのですが、内示は３月議会が閉

会した後にあったのですかね。具体的に、今中国の事情というのがありましたけれど

もその前に内示がちゃんとあったのではないですか。内示があったのがいつなのか確

認させてください。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） この事業については奄振交付金を伴って実施している事

業で、内示の日付についての正確な月日は後ほど報告させていただきますが、昨年度

に内示をいただいた事業でございます。産業振興課長からもありましたが、元年度予

算でコンテナとパレットについて整備をしようとしたところなのですが、３月議会が

終わった頃だったか、パレットのほうは購入できるけれどもコンテナについては、い

まさっきの理由で実施できないということになりました。では繰越しができないかと

いうお願いをしたところ、令和元年度の一般会計予算ですので繰越はどうだろうかと

いうことで県、国に問い合わせしたところですがタイミング的にできないということ

でございました。そういったことで、令和元年度予算については不要額としました。

そういった事情もありまして令和２年度に優先的に奄振予算に計上しますので実施を

してもらいたいということで、農協さんも早急な整備が必要であるということで４月

２日に専決をお願いしたところでございます。 

○議長（福地元一郎君） ２番。 

○２番（沖野一雄君） 事情はわかりました。私が申し上げたいことは予算関係ですので

専決ではなくてできるだけ議会でしっかり本会議場で議論をしたいということで申し

上げてございますので重ねてよろしくお願いします。あと１点ちょっと細かいところ

ですが、この予算書で言えば１ページ目の総則といいますが、歳入歳出予算の補正、

第１条のところです。私はこれまで２度か３度は少なくとも指摘したのですがなかな

か直してもらえない。直してもらったと思ったらまた変更になってもとに戻ったりし

ている。具体的にもう一度申し上げます。歳入歳出予算の補正第１条のところ。特に

総務企画課長から説明いただきたいと思いますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ１７９２万７０００円を増額し、という言葉。「総額から」という言葉と「か

ら」という言葉と「に」という言葉、ひとつの選択肢として総務省のＯＢが作ってい

る学陽書房という書店が出している「予算の見方・つくり方」という本が総務企画課

にもあると思います。それがなければ、地方実務財務提要という分厚いぎょうせいが

出している全３巻の追録型のオレンジ色の厚さ１２、３センチメートルくらいのが３

冊あるはずですので、それを見れば担当者レベルで確認がとれるはずなのですが、な

かなか直してもらえない。令和元年度は直してあったのですよ。具体的にもう１回申

し上げます。「歳入歳出予算の総額から」という言葉と、「歳入歳出予算の総額に」と

いう言葉があります。追加する場合は「に」なのです。必ず使い分けしてくださいと

いうこと。それからもう一つ。補正で額を増やす場合は「増額」という言葉ではなく

て「追加」という言葉を使います。追加するのか減額するのか、この二つしかありま

せん。「追加」という言葉と「減額」です。学陽書房から出ている「予算の見方・つく



 10 

り方」という総務省のＯＢがつくっている、ここを基準にしなさいよというのが出さ

れているのでその本をしっかり読まれてください。私は前にも２度３度指摘していま

すけれども直してもらったり、またもとに戻ったりして。特別会計が真似をするので

す。それで特別会計が間違ったり、ねずみの頭叩きみたいにしてなかなか直してもら

えない。総務企画課長がしっかり指導してください。担当者には細かいところまで言

うのは申し訳ないのですが、気が引けるのですが、しっかり予算担当は補佐クラスで

も私が申し上げた学陽書房の「予算の見方・つくり方」をしっかり読んでください。

Ｂ５版の厚さ４、５センチメートルくらいです。わからないときはそれを見ればしっ

かりわかります。それからぎょうせいという出版社が出している地方財務実務提要、

これをみんなもとにしますからね。これ読めばもうわかります。地方自治法の財務の

ところの章にそって細かい国の指導のやり方が載っていますから。行政実例が。それ

を参考にして是非勉強されてください。はっきり申し上げて今財務関係のレベルが落

ちているのではないかと心配しています。総務企画課長から今後どうするのかお聞き

したいと思います。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） お答えいたします。追加とか減額についての表記なので

すが当初予算についての様式については地方自治法の施行規則第１４条のほうに予算

の調整の様式というのがございます。補正予算の様式としては、今沖野議員がおっし

ゃったように「予算の見方・つくり方」ということで指示されておりますけれども、

こちらのほうにはあくまでも参考例ということで載せてあるようです。ということで、

ただ、与論町において追加があったり増加という表記を補正ごとに変えるというのは

ちょっと統一的におかしいと思いますので、これは注意して再度指導して参りたいと

思います。 

○議長（福地元一郎君） ２番。 

○２番（沖野一雄君） あまり詳しくない方からこういったやり取りを見聞きされると、

なんで細かいところをうるさいなというのもあるかもしれませんが、そうではないの

ですよ。これはちゃんと総務省で、国で統一基準をつくって全部自治体はこういうふ

うにしなさいとちゃんとなってますから、細かいところですがちゃんと守って勉強さ

れてください。それでその基準と総務企画課長がおっしゃったけれども、基準は基準

なのですがネットで見て下さい。市町村の予算書を見て下さい。どこも総務省が出し

ている、こういったものにしてくださいと出しているものに統一されています。おそ

らく与論町だけですよ。与論町かどこかあまり勉強されていない市町村もあるかもし

れませんが。ですから基準は基準なのですがしっかり文言の使い方、言葉の意味一つ

一つ、役場の仕事というのは細かいですので。言葉の意味「追加」と「増額」という

意味は微妙に違いますので、そこをしっかり使い分けをするように、特に財政用語、

行政用語というのは非常に重要ですので、公文書ですので、しかも議会にかけるとい

うのは、例えば特別会計と一般会計と表記の仕方が違うということになったら文字の

一つ一つ、句読点の一つにしても全部統一していかなければならないのですよ。そこ

をしっかり。担当者の方には特に勉強してもらえるように総務企画課長は指導をお願

いします。以上です。 
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○議長（福地元一郎君） ほかにございませんか。 

   ５番。 

○５番（高田豊繁君） 今回のこの事業、大変、産業振興課長、町長も総務企画課長もそ

うですが、特に広域にいた町聡志君が頑張ったお陰でこの予算が取れたと思うのです

が、この予算の本当の趣旨ですね、一応これは牛の、畜産の飼料、農耕肥料も含めて

運んで来るということなのですが、この背景には本船が沖縄への荷物が多い関係で畜

産用の飼料関係を乗せられないということが環境背景にあったわけですが、私が申し

上げたいのはこれは長年私が言ってきたことなのですが、この海上危険物輸送ですね、

例えば与論病院の液体酸素は１本しか一航海で来ていないということがございます。

他の町村はタンクローリーで液体酸素については供給をしているという実情で、この

郡内では与論島だけ来れなかったということがございます。そういうことで、この今

回のこの４０個のコンテナについてはＪＡがやるわけですが、このコロナの関係で例

えば沖縄の物資が少なくなったから今度は本船で運んでもいいのではないかとなると

また貨物船が使えないとなると、危険物輸送もまたなかなか思うようにいかないとい

うことがございます。そういうことで釘を刺すというか、この貨物船の定期航路の開

設というのが必ずこれは条件でないといけないということでございますので、そうす

るとペンキ類、いろいろなガス関係といったそういったのも制約を受けられないよう

に他の島々と同じように確保する、輸送するということが必要になって、この公的な

予算を導入しているということもありますので畜産ばかりではなく危険物輸送も並行

していかなければならないということですので、くれぐれも町長のほうから、あるい

は産業振興課長からＪＡにはこの定期貨物航路の開設というのを条件的に必ず申し上

げていただきたい。今は貨物船は県内では鹿児島荷役というのと共同組海運がありま

すがどちらの会社でももちろん良いわけですが、できたらＬＯＬＯ船というフォーク

リフトができる船が最も適しているので、そういったことも勘案しながらひとつＪＡ

とはそういうふうに制約をしていただきたいと思うのですよ。もとのとおり本船でこ

のコンテナ４０個を輸送するとなるとこれは全く意味がないわけですのでそういうこ

とで一つ町長にはそこら辺の再確認をとりたいと思いますが町長。 

○議長（福地元一郎君） 町長。 

○町長（山 元宗君）  今ありましたように、貨物船が定期的に来ないということでいろ

いろと鹿児島にも行ってお願いをしてまいったわけですけれども、現在、鹿児島荷役

のほうが与論に就航してもらっているわけですけれども、今後これが荷物の関係でな

くなったりしないようにあるいはまた、他の船会社にもできるだけ、今後の対応をお

願いしていきたい、農協とも協力して進めていきたいと思います。 

○議長（福地元一郎君） ５番。 

○５番（高田豊繁君） 今の町長の御答弁はちょっと弱いような感じがしました。これは

強く申し入れていいと思うのですよ。その海運会社と交渉する必要はないのですよ、

町はですね。その補助事業者であるＪＡにこのことはやはりしっかりと申し入れをし

ていただきたいと思うのですよ。直接その海運会社さんと町が交渉する必要はないと

思いますので、お願いしたいと思います。 

○議長（福地元一郎君） 他にございませんか。 
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 これで質疑を終わります。 

   お諮りします。承認第１号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会付

託を省略したいと思います。 

   御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 異議なしと認めます。 

   したがって、承認第１号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

   これから、討論を行います。 

   討論はありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 討論なしと認めます。 

   これから、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町一

般会計補正予算(第１号))を採決します。 

   お諮りします。本件は、承認することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 異議なしと認めます。 

   したがって、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町

一般会計補正予算(第１号))は承認することに決定しました。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

日程第６ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度与論町一般

会計補正予算(第２号))について 

○議長（福地元一郎君） 日程第６、承認第２号、専決処分の承認を求めることについて

（令和２年度与論町一般会計補正予算 (第２号))を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（山 元宗君）  承認第２号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度

与論町一般会計補正予算(第２号))について提案理由を申し上げます。 

新型コロナ感染症対策費を与論町一般会計補正予算第２号として専決処分いたしま

した。 

歳入としまして、財政調整基金繰入金３０１万４０００円を計上しております。 

歳出としまして、新型コロナ感染症対策費３０１万４０００円を計上しております。 

歳入歳出予算にそれぞれ３０１万４０００円を増額し、一般会計予算総額４４億７

９１８万１０００円となっております。 

御審議され、承認していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたし

ます。                                  

○議長（福地元一郎君） 提案理由の説明を終わります。 

   これから質疑を行います。 

   ２番。 

○２番（沖野一雄君） 細かいところをちょっと再度、これまでも指摘してきましたけれ

どもなかなか直せてもらえないところをちょっと指摘したいと思います。この予算書
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の承認議案の最後の７ページ、目のところの新型コロナ感染症対策費１２目、１２と

いう番号が振られています。これは第１号の補正予算ではちゃんとなってました。当

初予算と比べてみればわかりますが、結局４款、１項のところを当初予算を見てもら

えばわかりますけれども、１０までが末尾なのです。１０の目、海岸漂着物対策事業

費と当初予算では。ここが末尾で、災害廃棄物処理費というのがあったのですがそれ

はもう廃目になっているのです。結局、目は１０番で終わりになっているのですよ。

令和２年度は。ですから、この目の番号は１２じゃなくて１１です。ここは次の承認

第３号の補正もまったく同じ間違いをしているのですが、間違いであるとあえて申し

上げます。さっき総務企画課長は基準とおっしゃってましたが、まったくこれはいい

加減な基準ではいけません。特別会計も全部真似してきますので、通し番号で空き番

号を設けないようにしなくちゃいけないのです。ですから今年の当初予算にも節のと

ころで７の賃金というのがなくなったものだから８に繰り上げてきているではないで

すか。８の報償費が７になってますよね、節のほうは。それと同じように空き番号を

作らないように管理しないと、空き番号ができてくるのですよ、次々。そうなっては

まずいですので、実務的な話ですけれども新型コロナ感染症対策費は１２目ではなく

て１１目になります。次の３号補正でも出てきますがそこをしっかり、担当者もしっ

かりしていただいて、課長補佐もしっかりしていただく。また併せてこの予算を担当

するのは町民福祉課ですので。私は町民福祉課長にもこのあいだ申し上げたのですが、

議会の前に。それがまだ是正されていないので、そこをしっかり連携をとりながら、

特別会計のこともありますのでそういうところをしっかり勉強されて、しっかりした

予算書をつくっていただきたいと思います。答弁を求めます。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 現在この予算書につきましてはシステムを使って入力し

ているわけですが、例えば今の７ページのほうで１２番ということで１１番ではない

かということなのですが、実際前年度の予算があって今年がなかったという予算につ

いては、廃目というかたちになっているわけですが、それは当然末尾になるわけです

が、実際は表記はされていないけれども１１番で廃目、１１というのは表記されてい

なくて、廃目になっているということでシステム上そういう形になって、その対応が

良くなかったなということなのですが、実際は１１番というのは廃目となった目が握

って予算書には番号が反映されなかった、ということと聞いてございますが、今後こ

の対応はまた考えていきたいと思います。 

○議長（福地元一郎君） ２番。 

○２番（沖野一雄君） 総務企画課長、こういうことですよ、ではその前のちょっと細か

いけど今議決した第１号の補正予算、これの農林水産業費の２１目でしたよね、奄美

群島流通効率化推進事業費２１目、２１目は令和元年にあったわけだけれどもそれは

廃目になっているのですよ。廃目になっているからそれをしっかりそこを考えて２１

目という番号をとっています。それと統一しなきゃ。これではそうできているのに、

１号補正ではできているのに２号補正３号補正はそうなっていない。去年使った番号

をそのまま活かして飛ばして目の番号をとっている。それではまずいわけですよ。だ

からそういうところはしっかり担当者に予算のところを勉強してもらえばそれは自然
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にわかってきますので。わからなければさっき言った国の関係、ぎょうせいとか学陽

書房が出している本をちゃんと見ればわかりますのでそこをしっかり指導していただ

きたい。いい加減にしないでくださいということを申し上げているのです。一度や二

度ではありませんので私が申し上げているのは。以上、よろしくお願いします。重ね

て答弁を求めたいと思います。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 確認しまして善処したいと思います。 

○議長（福地元一郎君） ５番。 

○５番（高田豊繁君） 総務企画課長に要請をしたいと思うのですが、これまで町として

空港での水際作戦の一環としての空港での体温チェックとマスクの配布といったこと

とかその他飲食店関係の利用券のご紹介とかパーテーション設置もそうですが、そう

いうことでいろいろ効果的なことをこれまで努力されたことについては大変評価した

いと思います。そこで、国も今情報がいろいろ流動化しているところでございますが、

例えば持続化給付金というものがございますが、１００万円、１５０万円というのが

ございますが、それから雇用調整助成金といったものがありますよね。そのほかにも

国だけでなく県が出している制度とかいろいろそういう国民、町民にとって助成が受

けられる制度が多々あるようでございますが、やはりこのインターネットで情報を得

ることはもちろんできるわけですが、インターネットが使えない町民もあるわけです

よね。ですから今テレビから鹿児島県の県政広報ということで出しているのですが、

やはり町がこういったものを、こういうのがありますのでこういうのはどういう手続

きをすればできますよというのを町民目線でこういった情報を整理して、知ってもら

うと。そしてその相談窓口を置いて、町民から問い合わせがあった場合はこうしたら

いいですよと丁寧に相談に乗っていただきたいと、このように思うわけですが、これ

から文書配布で、なるべくこういうのは早く情報を町民に知らせていただけないかと、

このように思うのですが、総務企画課長どうですか。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 現在、持続化給付金とか県感染症対策の休業要請、４月

２５日から５月６日までの休業要請に対応していただいた事業者には一定の給付金を

支給するということで、こちらの二つについては商工観光課が窓口となってチラシ等

を窓口に置いたり、インターネットに載せたりしているところですけれども他につい

ては町では例えば商工会でやったりハローワークでやったりしているというのはちょ

っと載せておりませんので今後掲載してまいりたいと思います。 

○議長（福地元一郎君） ５番。 

○５番（高田豊繁君） 申し込みがいつからいつまでという期限もありますよね、そうい

うのを見落としたりしているのはそれはもう個人的なスキルの問題とかいろいろある

とは思うのですが、やはり一人でも多くの町民が効果的に利用できるように、それが

私は山町政のカラーだと思っていますので、そういうことでなるべく町民にわかりや

すくできるように、これは商工会の関係だから私たちは関係ないと、そういうような

立場ではなくてやはりそこら辺も全部網羅したかたちで連絡先とか、そこで対応でき

なければ直接国の相談窓口もあるわけですので、そういったことで知っていただける
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ようにひとつ大変ご多忙な時節がらではあるけれどもそういうことで一応配慮いただ

きたいと、重ねて要請したい。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） いろいろな事業がでていますし、今後また国の二次補正

予算とかそれから学生のアルバイトのような情報もいろいろでているわけですけれど

も、その辺はいろいろなマスコミに頼らず町でもいろいろわかりやすいような形で進

めていきたいと思います。 

○議長（福地元一郎君） 他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

   お諮りします。承認第２号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会付

託を省略したいと思います。 

   御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 異議なしと認めます。 

   したがって、承認第２号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

   これから、討論を行います。 

   討論はありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 討論なしと認めます。 

   これから、承認第２号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町一

般会計補正予算(第２号))を採決します。 

   お諮りします。本件は、承認することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 異議なしと認めます。 

   したがって、承認第２号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町

一般会計補正予算(第２号))は承認することに決定しました。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

日程第７ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度与論町一般

会計補正予算(第３号))について 

○議長（福地元一郎君） 日程第７、承認第３号、令和２年度与論町一般会計補正予算((第

３号))を議題とします。 

   本件について、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（山 元宗君）  承認第３号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度

与論町一般会計補正予算(第３号))について提案理由を申し上げます。 

特別定額給付金給付事業費を与論町一般会計補正予算第３号として専決処分いたし

ました。 

歳入としまして、特別定額給付金給付事業補助金５億２６６３万７０００円を計上

しております。 

歳出としまして、特別定額給付金給付事業費５億２６６３万７０００円を計上し
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ております。 

歳入歳出予算にそれぞれ５億２６６３万７０００円を増額し、一般会計予算総額

５０億５８１万８０００円となっております。 

御審議され、承認していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（福地元一郎君） 提案理由の説明を終わります。 

   これから質疑を行います。 

   ２番。 

○２番（沖野一雄君） 先ほどちょっと申し上げたかったのですが、２号補正のところで

マスクを消耗品で買われていて、全世帯に配った費用だと思うのですが、私はこの山

町政が国に先んじて全世帯に、一人あたり５枚のマスクを早めに、他の自治体、国に

比べれば非常にいち早く対応されたのではないかと、非常に私は評価します。そうい

う意味で山町長に対して敬意を表し、評価を申し上げたいと思います。本当に素晴ら

しい先手の時宜を得た処理だったと考えますので、そこは敬意を表したいと思います。

本当にありがとうございました。それで、この３号補正のところですけれども今度は

定額給付金の配布が残っているわけですが、これは電算処理してどんどんやるのでし

ょうけど、どうしてもこういった行政の支援というのは申請主義になります。申請主

義ということは申請しない人もいるのです。あるいは、申請したくても申請できなか

ったという人もでてきます。例えば住民票はあるのだけれども何らかの事情で与論に

いらっしゃらないとか連絡が取れないとか、そういった事情が出てきます。その辺り

の啓発の仕方をどういった風に考えていらっしゃるのか、これは実務の話になります

が、そこをしっかり、できるだけ漏れがないように、漏れがあるとまた国に返納して

いくということになりますので、できるだけそういうことがないように最大限の努力

をしていただきたいと、特に低所得者層の皆さんですよね、それなりに収入がある方

は問題ないのですが、本当に生活が苦しくて、例えば病気入院、長期入院でどこか島

外にいらっしゃる方とかですね、与論に住んでいるのだけれど、たまたま島外の病院

にいるとかですね、そういった事情で申請ができないとかそういったこともあろうか

と思いますので、その辺りしっかり連携をとっていただいて漏れがないように最大限、

１００パーセント近い支給ができるような形で努力していただきたいですけれども、

その辺りの説明を求めます。 

○議長（福地元一郎君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） この定額給付金については、現在オンラインと郵送分を

受け付けて５月１５日から入金を開始して、毎週金曜日に、開始しているところです

けれども、沖野議員がおっしゃるように病院にいらっしゃって、扶養している方は島

外にいらっしゃる、それから養護関係で施設に入っている方、それから４月２７日を

基準としていますがその前後でいろいろ転出がある方、それからⅮⅤみたいな感じの

方とかいろいろなところでそういった取り扱いのマニュアルがありまして、そういっ

た対応をしておりますけれども、こちらからは現在、郵送、オンラインで来ているも

のを優先的に対応しているところですけれども、後ほどそのなかなかそういった定額

給付金があることすらわからない方々とか、そういった方々につきましては個別にい
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ろいろな対応をとって訪問するなり、またはいろいろな連絡をとってこちらとしては

もう１００パーセントやるつもりで、連絡が取れないというのは、ある程度の理由を

とって、これだからできなかったということで、全ての世帯には対応していきたいと

考えております。 

○議長（福地元一郎君） ２番。 

○２番（沖野一雄君） 今総務企画課長からありましたように、非常に重要なことだと思

います。１、２万円の金額でしたらまだあれなのですが、１０万円というのは非常に

大金ですので、そこをしっかり今ありましたように、いろいろな島外の施設に入って

いる方々とか住民票は与論にあるけれどもどこで何をされているのかよくわからない

とかですね、そういった方はどうしてもでてきます。しかし時間をかけてしっかりこ

う職員を使っていざとなればしっかり現場に出ていただいて、親戚関係あるいは友人

関係を尋ねて、聞いたりしてですね、情報をしっかりとって漏れがないようにですね、

最大限努力していただきたいという風に要請したいと思いますが、町長に是非その辺

りの力の入れ方を、決意を伺いたいと思います。 

○議長（福地元一郎君） 町長。 

○町長（山 元宗君）  今後、本当に漏れがないように精いっぱい職員にも指導していき

たいです。またみんなで一緒になって協力していきたいと思います。 

○議長（福地元一郎君） ２番。 

○２番（沖野一雄君） 最後にちょっと細かいところ、１点だけ。先ほどの承認２号のと

ころでも申し上げましたけれども、総務企画課長に対して要請と、確認です。答弁は

要りません。７ページの目のところ、特別給付事業費は２４目になっていますがこれ

は２２目でやっていただきますように、当初予算を見ていただければわかるけど２２、

２３がこれだと空いている型になりますので２４ではなくて２２にね、システムをし

っかり直していただいてそのように確認していただきますようにお願い要請して私の

質問は終わります。 

○議長（福地元一郎君） ３番。 

○３番（川村武俊君） １点だけ質問したいと思います。この新型コロナウイルスに関連

してなのですが、今日事務局のほうから奄美の農協さんですか、農畜産物流センター

からファックスで送られた資料をいただいて、行政のほうも判子押してますので、お

目通しをしているとは思うのですが、この農協は一応合併してあまみ農協になってい

るのですが物流関係の経費は全群島内違うのですよ、与論町の方が価格は高くなって

いると。その辺りをやはりきっちりしていかないと、こういった文書ばっかり流して

もらっても結局町のほうで予算を組んでほしいということでしょうけれども、そうで

はなくてやはり町のほうでもその辺りを指摘してから進めていただけないかと思うの

ですがいかがですか。 

○議長（福地元一郎君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下哲博君） 今の中身についてはちょっと確認をしていなくて答弁は

できませんけれども、再度お願いできますでしょうか。物流ですかね。 

○議長（福地元一郎君） ３番。 

○３番（川村武俊君） この中には山下産業振興課長と渉堆肥センター所長の判子もあり
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ますよ、７人の判子があるのですが、この子牛売却分価格表というものをもらってま

すよね、要するに農協さんが言いたいのは価格がこれだけ下がっていますよと、町の

ほうに補助してほしいというような話だと思うのですよ。ではなくて農協の在り方と

いうのをただしながらやはり補助していくところは補助していただきたいと思います。

その辺りどうなのですか。 

○議長（福地元一郎君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下哲博君） 今川村議員さんがお持ちの資料というのは農協の速報値

が入っているかと思います。畜産についても今農協ともいろいろ相談いたしましてど

のような形で支援ができるかということで検討中でごさいます。 

○議長（福地元一郎君） ３番。 

○３番（川村武俊君） 私が申し上げているのは物流関係でもやはり喜界とかそういった

ので乾燥飼料というのも５００円くらい違うのですよ。何のための農協の合併か全然

わからないのですよ。ＪＡあまみには与論も入っているわけですから、その辺りを町

としてもただしていきながら、補助していくという形をとらないと、いくらでもその

こういった文章を渡して、いかにも農家さんが苦しいから町で予算出してくれという

のは、そういったのは絶対認められないわけですよ。だから自分のあるものをきちっ

としてから町の方にできないものを頼むというような、そういう働きかけがなければ

いけないと思うのです。ですから、どのような活動をしているか、ＪＡがどういった

活動をしているかというのをやはり町としても押さえていかなければいけない。そう

いう流れの中できちんとした補助をしていくという、そういう姿勢がなければなんで

もかんでも町にお願いしますじゃできないと思うのです。いかがですか。 

○議長（福地元一郎君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下哲博君） ありがとうございます。大変素晴らしいご指摘だと思い

ます。あまみ農協全体で考えること、また各市町村で提案していくことがいっぱいあ

ると思います。今後また農協や関係団体とも連携しながら、そういうことがありまし

たということをじかに申し上げていろいろ検討していきたいと思います。ありがとう

ございます。 

○議長（福地元一郎君） ３番。 

○３番（川村武俊君） 行政としてもきちんと毅然とした態度を示しながらそういった問

題を進めていただきたいと思います。以上です。 

○議長（福地元一郎君） 他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

   お諮りします。承認第３号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会付

託を省略したいと思います。 

   御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 異議なしと認めます。 

   したがって、承認第３号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

   これから、討論を行います。 

   討論はありませんか。 
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[「なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 討論なしと認めます。 

   これから、承認第３号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町一

般会計補正予算(第３号))を採決します。 

   お諮りします。本件は、承認することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（福地元一郎君） 異議なしと認めます。 

   したがって、承認第３号、専決処分の承認を求めることについて(令和２年度与論町

一般会計補正予算(第３号))は承認することに決定しました。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

○議長（福地元一郎君） これで本日の日程は、全部終了しました。 

   会議を閉じます。 

   令和２年第１回与論町議会臨時会を閉会します。 

- - - - - - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - 

閉会 午前１１時１８分 
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